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令和７年度 第４回 熊谷市地域公共交通会議 会議録 

 

開催日時 令和７年８月２９日（金）午後２時～３時 

 

開催場所 熊谷市立商工会館 ２階 大ホール 

 

出席者 委員２７人 事務局５人 

 

傍聴者 ０人 

 

１ 開 会          

２ 会長あいさつ         

３ 議 事         

 議案第１号 熊谷市ＡＩオンデマンド交通の運行について 

事務局：別添資料に従い説明。 

→原案のとおり承認された。 

 

・主な質疑、意見 

委員（住民の代表）：福祉タクシーよりも安価に利用できるため、デマンドを利

用する高齢者も多いと思うので、乗降時の安全には配慮をいただきたい。 

→事務局：地域のコミュニティセンター等、安全な乗降が出来る場所を優先的 

に乗降場所として指定しているほか、安全な運行を行えるよう、運行事業者と 

も調整していきたい。 

委員（一般乗合旅客自動車運送業者が組織する団体）：高齢者への割引はある 

か。 

→事務局：既存交通機関との競合に配慮し、極力安価な価格として設定したた 

め、高齢者への割引は設定しない。一般バスの割引措置に鑑み、小学生半額、 

未就学児無料の適用としたいと考えており、運賃については、運賃協議会に諮 

る。 

委員（住民の代表）：乗降場所一覧表については、エリアごとに仕分けて 

通し番号を振った方が、目的地が探しやすいと思う。 

→事務局：本運行までに利用者向けのマップを作製するが、他自治体の事例も 
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踏まえ、見やすいマップになるよう心掛けたい。 

委員（住民の代表）：今後、乗降場所を増やす場合、地域交通会議に諮る 

か。 

→事務局：路線バスと異なり協議案件とはしないが、基本的に会議で報告は 

行いたい。 

委員（住民の代表）：予約が入っていない際の待機場所として想定してい 

るところはあるか。 

→事務局：一般のタクシーと同様に待機場所は、指定せず基本的に自由と考え 

るが、ドライバーが休憩しやすい場所として、市有地の利用も考えたい。 

委員（学識経験者）：将来的にはアプリからの事前決裁も考えるか。 

→事務局：アプリ機能として構築出来得ることは把握しているが、キャンセル 

時の返金処理の必要性等を鑑み、利用者や運行事業者にとって使いやすい制度 

となるかを踏まえ慎重に検討していきたい。 

委員（住民の代表）：地域住民への説明はどう考えているか。 

→事務局：１１月から１２月にかけて利用説明会の実施を予定している。ま 

た、利用パンフレットと乗降場所マップを妻沼地区に全戸配布予定である。運 

行開始以降も、自治会などから要請があれば個別の説明会等の対応も行いた 

い。 

 

４ 報告事項 

 

報告第１号 熊谷市ゆうゆうバス無料デーの実績報告について 

事務局：別添資料に従い説明。 

 

・主な質疑、意見 

 委員（学識経験者）：ゆうゆうバスの無償化により、路線バス等の乗り継ぎ利 

用増などは見られたか。 

→事務局：今回は、個別に調査していないが、そうした好影響もあったと思わ 

れる。今後、同種の機会があれば広く効果を調べることも検討したい。 

  
報告第２号 熊谷駅正面口（北口）バス停留所路面誘導サイン作成・設置 

について 

事務局：別添資料に従い説明。 

 

・主な質疑、意見 

委員（学識経験者）：足元だけでなく、上方に案内表示を設置することは検討 

されたか。 
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→事務局：駅正面口の目につきやすい位置には、垂れ幕やミストシャワーが

既に設置されており、やむなく断念した。 

  委員（道路管理者）：施工位置に県道は含まれているか。 

→事務局：資料の表示が見づらく申し訳なかった。施工位置は全て市道である 

ことを確認している。 

 
報告第３号 星川通線グリーンスローモビリティ走行社会実験について 

事務局：別添資料に従い説明。 

 

・主な質疑、意見 

 委員（道路管理者）：同時に何人乗車可能か。 

→商業観光課：５名乗車可能となる。 

 

５ その他 

 連絡事項 秩父鉄道 SL 熊谷市誕生 20 周年記念号について 

 →事務局：９月２７日、２８日の２日間、「熊谷市誕生２０周年記念事業」の一環 

として、秩父鉄道 SL 熊谷市誕生 20 周年記念号を運行する。当日は、特別ヘッド 

マークの掲出、乗車の方へ記念品のプレゼントを実施する。 

 

６ 閉 会                         

 


